BI論壇　No.141　　　北京国際競争情報会議に参加して　　　中川　十郎
　10月25~26日、北京大学主催の第4回国際競争情報会議にスピーカーとして参加した。北京訪問は2年半ぶりであった。この間、北京はまた一回り大きくなり、あらゆるところに新しい近代的な高層建築物が増えていた。この発展ぶりは世界で最も速度が早く、発展する中国の首都としての威容を誇っていた。
　会議には世界中から200人以上の情報関係者が参加し、盛大であった。
日本ビジネスインテリジェンス協会（BIS）は1992年2月に発足した。私の情報研究の恩師でビジネスインテリジェンスの世界的な権威のスエ―デン・ルンド大学、Stevan Dedijer博士が1992年9月に中国に招待され、中國競争情報協会設立についてアドバイスをした。その際、日本では中川が1992年2月に日本ビジネスインテリジェンス協会を発足させており、自分もKey　Note Speakerとして招待され講演した。日本情報協会会長の中川を中国に招待し、種々、アドバイスをしてもらったらどうかとデジエル博士が私を中国側に推薦したらしい。このような経緯で1993年9月に北京、上海の科学技術情報研究所から中国に招待された。上海と北京で日本における競争情報、ビジネスインテリジェンスの研究事情を講演したのが、私と中国情報関係者とのご縁の始まりである。
以来私は中国競争情報協会国際顧問として21年間中国と関係が続いており、上海や北京の情報会議にもしばしば講演者として招待されている。
今回の会議の懇親晩餐会で、1993年に私を招待してくれた上海科学技術情報研究所副所長、上海図書館副館長のMiao Qihaoさんが中国の競争情報協会設立に際し、功労者の一人であるとして私を壇上で紹介し、21年前の上海（参加者100人、）北京（参加者200人）での私の講演の中国語訳の小冊を記念に送呈されたのには感激した。また会議の冒頭、日本代表としてあいさつする配慮も賜り、光栄であった。中国では古来、井戸を掘った人を大切にする伝統があると聞いていたが、その言葉を実感した次第である。
以上の経緯もあり、中国では21年の間に日本の100倍の2万人の情報専門家が競争情報（Competitive Intelligence）の研究に従事しており、中國は今日、世界でも米国に匹敵する
有数の競争情報研究センターに成長している。21年前、中国競争情報協会設立に関係した者の一人として喜びに堪えない。今回の北京国際競争情報会議に参加して中国は20年間で競争情報研究と実践の分野で米国に並ぶ情報大国に発展していることを痛感した。
それには中国の官学財界の情報関係者のたゆまぬ努力があったことを忘れてはならない。
翻って、日本の現状を顧みるに、会員200名の日本ビジネスインテリジェンス協会は過去23年間、二か月に1回の情報研究会を一回も休むことなく、毎回60~70名の会員の参加を得て開催している。しかし日本政府はおろか、企業からも人的また資金的援助もなく孤立無援の状態である。中国が政府、大学、企業の援助で2年に1回の大々的な国際情報会議を開催している現状を見て、日本の情報研究への援助がいかにお粗末か慙愧に耐えない。このままでは日本は永久に情報後進国のそしりを免れないだろう。日本ビジネスインテリジェンス協会は来年2月に24周年を迎える。この機会に政官財の援助を祈念する次第だ。
